





Study on the Consciousness of Employees 
(SegueL Part VII) 
一一一Analysisof Consciousness Structure on Adjusted 
and Maladjusted Employees by Age Strata 
Keizo ASHIKI 
This new thesis is to regard male employees' consciousness research by full adaptation of 
Hayashi's theory of quantification， made to employees' working for the small to m巴diumsized 
sub子contractorsof the automobile industry. 
With th巴limiteddata， however， this study succeeded to五ndand cl巴arthe fact that many 































職掌別[階層別 男女別 男性・年齢階層別j 企業規模別
事営業務 従生事産 一般 管理 男性 女性 24才 25~ 35~ 45~ 24~ 50~ 100人 200人 言十以下 34才 44才 以上 49人 99人 199人 以上
304 782 941 123 754 389 181 230 190 141 109 388 457 204 1158 名




~ ク 卜 ノレ (x 103) 
ア イ ア ム カ ア 工2 り 全 体 24 才以下 45 才以上
第 1軸 第 2車由 第 1軸 第 2軸 第 1軸 第 2軸
会社の方針や指示がよく徹底して イ よく徹底している -1804 2278 1153 1214 -2676 1347 
1 いると思いますか。 ロ どちらともいえない 551 1154 - 753 684 168 -1209 
PODIRECT ハ 徹底していない 1498 775 1506 831 1603 1326 
あなたは自分の仕事にはりあいを イ 感じている 1422 1407 -1626 2520 1152 43 
2 感じていますか。 ローどちらともいえない 78 1332 532 -1241 894 725 
QWL ハ 感じていない 2279 763 2021 273 1767 1443 
仕事の指図をする人が何人もいて イ たびたびある 1289 91 1807 1130 1307 451 
3 とわしに従ってよいか困ることがあり ロ たまにある ← 193 - 828 - 442 - 480 461 - 117 
ますか。 ANNOY ノ、な し、 - 535 1012 - 221 199 -1324 - 181 
配置や仕事の割当てなどにえこひ イ 不満に思う 1603 132 1373 - 273 920 1795 
4 いきがあって，不満に思うことがあ ロ それほどでない 532 -1126 - 731 1047 546 -1502 
りますか。 DISCRIMI ハ 不満に思わない -1091 1949 - 949 2397 -1811 547 
仕事について直接の上役の指導は イ適切だ 1556 1306 - 628 1414 -1784 34 
5 適切だと思いますか。 ロ どちらともいえない 8 I -930 - 417 - 611 731 - 618 
LEAD ハ適切でない 2062 943 2081 - 37 1608 1926 
仕事をする上にもっと知識や技術 イ思 う - 240 90 - 267 590 44 63 
6 を身につけておいた方がよいと思い ロ それほどでない 731 -1474 156 2487 310 - 855 
ますか。 KNOWLEDG ハ思わない 1929 2973 2634 101 468 3727 
あなたは，毎日の仕事でどのくら イ 非常に疲れる 655 812 833 - 428 383 179 
7 い疲れを感じますか。 ロ どちらともいえない 154 833 -1119 - 523 143 1003 
FATIGUE ノ、 あまり疲れない 1040 142 161 2353 1190 735 
休けい時間の利用はじゅうぶんで イ じゅうぶんに利用できる - 955 822 1171 2547 - 569 - 53 
8 きますか。 ロ どちらともいえない 154 - 833 341 - 697 506 213 
INTERVAL ハ 不じゅうぶん 1040 142 492 - 314 780 629 
今の設備のままでもやり方によっ イ できると j思う - 390 327 550 694 82 22 
9 ては，もっと能率的に仕事ができる ロ それほどでない 465 1160 - 878 1175 89 -1119 
と思いますか。 EFFICIEN ハできない 1728 985 1940 451 293 1788 
賃金額の決定は，同僚と比較して イ公平だ -1663 2311 1469 2834 -3068 2152 
10 公平だと思いますか。 ロ どちらともいえない 476 - 924 417 938 198 1105 
DECIWAGE ハ不公平だ 1658 875 1471 520 764 1306 
自分の賃金の内訳を知っています イ よく知っている - 643 1357 - 696 2854 1133 726 
11 ;1:]>。 ロ 大体知っている 1 I -749 - 216 633 577 - 713 
CONWAGE ハ 全く知らない 1403 60 823 - 367 899 1485 
賃金の計算方法は面倒だと思いま イ面倒だ 620 30 939 159 457 254 
12 すか。 ロ それほどでない 535 - 705 - 793 584 144 888 
CALWAGE ハ面倒でない 77 1707 823 1259 336 1454 
工場の中に，危険有害と思われる イあ る 550 73 515 497 826 627 
13 ところがありますか。 ロ オっからなし、 526 1041 - 646 752 162 1145 
DANGER ハな し、 1325 1595 - 495 213 -2005 23 
従業員の気持や考えが，会社の幹 イ じゅうぶん理解されている 1747 3560 598 - 824 -3957 1653 
14 部にじゅうぶん理解さわしていると思 ロ どちらともいえない 1283 - 814 1341 - 95 - 281 -1333 
いますか。 UNDERST ノ、 理解されていない 1282 352 1241 148 951 1217 
職場のふんい気は，しっくりして イ しっくりしている 2000 2754 1252 3428 -2410 1571 
15 いると思いますか。 ロ どちらともいえない 595 - 956 822 - 894 一 32 -1118 
ATMOS ハ しっくりしていない 1613 459 1579 469 1289 1172 
今後ともこの会社で働きたいと思 イ f動きTこし、 1405 649 1764 1264 - 940 - 317 
16 いますか。 ロ それほどでない 534 -1165 1040 - 751 1043 - 591 
明弓LL羽TORK !動きたくない 2394 1532 1883 60 1585 3829 














































(安全)要因， LEAD. YES (指遵適切)要因と深くか
かわりあいを見せる。 QWL.Y要因と関連して，
ANNOY. NO (指示混乱不存在〉要因と FATIGUE.








































































Y(2881)， PODIRECT.Y(l804)， UNDERST.Y(1747)， 
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一方， Non-ATMOS意識は，第 1位はLEAD.N 



















N on-WILL. WORK意識の意識要因として， KNOW 
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ヰミ 適 応 意 識 ノ、 タ y 適 応 意 識 ，、 タ y 
ベク トノレ
アイテム
カテ カテ ベクトル (10 (x 10-3) 
4000 3000 2000 1000 ゴリ ゴリ 1000 2000 3000 4000 
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LEAD IN Y UNDERST 
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ATMOS N Y WILLWORK 
DlSC悶MI Y N DANGER 
PODlRECT N ワ UNDERST 
CONWAGE I N I N 目SC則MI I ヲミ d‘ ;，. 、。
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CONWAGE. Y. DANGER.N. LEAD. Y. PODIRECT. 
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にある。 EFFICIEN(効率性)N要因は， DECIWAGE. 

















































































弱い位置にある。 LEAD.Y要因と DANGER.N， 
ANNOY. Nの意識要因とは関連する。
般に当年令階層の適応意識層は，積極的な意識度合
が弱い。 WILL• WORK • Y， ANNOY. Nの意識要因
は消極，適応、意識の意識要因である。上記の WI-Y，AN 
Nの両要因の弱し、のが特徴としてみられる。













PODIRECT。ワ要因， CALWAGE.つ要因， UNDERSτ 
.つ要因とがサブの中間意識を形成する。 QWL.つ，
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6-5-3 35才 ~44 _:f層
適応意識層は職場における「雰囲気 (2123)JI上役の
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